
   

十
一
月
二
十
一
日(

日)
、
連
谷
お
助
け

隊
・
保
存
会
は
四
谷
地
区
大
林
地
内
の
市

道
、
生
活
道
の
環
境
整
備
を
行
っ
た
。 

 
 

                     

     

                  

こ
の
、
活
動
は
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く

り
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、
高
所
作
業
車
、

ダ
ン
プ
な
ど
を
リ
ー
ス
。
ま
た
、
昨
年
度

事
業
で
物
品
調
達
し
た
チ
エ
ン
ソ
ー
や

「
愛
知
県
ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
支

援
物
資
」
の
高
梯
子
や
高
枝
伐
り
な
ど
を

フ
ル
活
用
、
隊
員
、
会
員
の
ふ
れ
あ
い
、

明
る
い
村
づ
く
り
に
貢
献
し
た
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
「
皮
肝
」
を
肴
に
ア
サ
ヒ

ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
も
た
く
さ
ん
飲
ん
だ
。 

                                

                              

連
谷
お
助
け
隊
受
賞 

 

十
一
月
十
四
日
、
新
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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 会
場
で
は
、
初
代
田
吾
作
代
表
故
今
泉

良
治
氏
の
業
績
を
讃
え
、
有
機
、
無
農
薬

を
推
奨
す
る
佳
き
仲
間
、
川
西
忍(

会
員)

が
率
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
連
中
に
よ

る
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
た
。 

聞
き
入
る
大
勢
の
参
加
者
を
天
国
か
ら

く
ち
ゃ
く
ち
ゃ
の
涙
顔(

感
涙)

で
「
こ
の

や
ろ
ー
ん
と
う
メ
」
と
喜
ん
で
い
た
。 

収
穫
感
謝
祭 

田
吾
作
の
餅
つ
き
大
会 

  

十
二
月
五
日
、
千
枚
田
を
守
る
会
「
田
吾
作
」(

代
表
小
山
秀
夫)

は
恒
例
の
収
穫
感
謝

祭
・
餅
つ
き
大
会
を
催
し
た
。
本
年
は
田
吾
作
主
催
、
鞍
掛 

山
麓
千
枚
田
保
存
会
、
棚
田
っ
娘
、
連
谷
お
助
け
隊
の
協 

力
で
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
出
し
合
っ
た
催
し
に
地
元 

や
都
市
部
の
参
加
者
に
大
い
に
喜
ば
れ
た
。 

 

棚
田
っ
娘
は
五
平
餅
の
販
売
、
お
助
け
隊
は
趣
向 

を
こ
ら
し
た
バ
ザ
ー
を
出
店
し
た
も
の
の
、
食
べ 

放
題
の
タ
ダ
の
餅
に
は
勝
て
な
か
っ
た
が
「
ふ
れ 

あ
い
」
を
感
じ
た
充
実
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。 



連
谷
お
助
け
隊
表
彰
さ
る 

 
十
一
月
十
四
日
、
新
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク 

ラ
ブ
は
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
「
こ

こ
ろ
を
込
め
て
地
域
に
感
謝
す
る
集
い
」

を
開
催
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

尽
力
す
る
十
二
団
体
、
個
人
六
名
に
感
謝

状
、
金
一
封
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
、
一
団
体
と
し
て
連
谷
お
助
け
隊

は
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
中
心
に
し
た
環

境
整
備
活
動
、
都
市
住
民
と
の
農
作
業
体

験
学
習
活
動
、
地
元
企
業
等
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
支
援
関
連
活
動
に
積
極
的
に
参
加
。 

                

主
事
業
と
し
て
は
校
区
内
の
県
道
、
市

道
、
生
活
道
な
ど
の
日
陰
箇
所
の
枝
打
ち
、

除
伐
作
業
等
に
よ
る
住
環
境
改
善
整
備

活
動
、
お
田
植
え
感
謝
祭
「
四
谷
の
千
枚

田
を
守
り
抜
い
た
偉
大
な
先
人
へ
の
鎮

魂
の
灯
火
」
と
題
し
て
千
枚
田
を
ロ
ウ
ソ

ク
で
灯
し
、
幽
玄
な
世
界
を
醸
し
出
す

「
み
ん
な
で
灯
そ
う
千
枚
田
」
を
開
催
、

耕
作
者
の
慰
労
と
市
内
外
の
来
訪
者
に

「
癒
し
」
を
提
供
す
る
な
ど
「
四
谷
の
千

枚
田
」
を
中
核
に
し
て
の
環
境
保
全
・
維

持
や
、
都
市
交
流
を
通
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
実
践
活
動
、
校
区
内
の
地
域
づ
く
り

や
地
域
活
性
化
に
関
わ
る
活
動
が
評
価

さ
れ
、
受
賞
し
た
。 

バ
ス
ツ
ア
ー 

 

豊
橋
鉄
道
で
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
で

行
く
「
奥
三
河
再
発
見
ツ
ア
ー
」
～
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
奥
三
河
の
自

然
と
文
化
と
ふ
れ
あ
い
の
旅
～
を
本
年 

十
九
回
を
シ
リ
ー
ズ
で
運
行
し
て
い
る
。 

               

                

十
一
月
十
八
日
、
十
二
月
七
日
、
民
族

文
化
財
「
花
祭
り
」
を
文
化
遺
産
に
！
と
ラ

ッ
ピ
ン
グ
し
た
バ
ス
で
四
谷
の
千
枚
田

を
訪
れ
、
千
枚
田
の
歴
史
、
保
存
、
継
承
、

文
化
等
々
の
説
明
に
参
加
者
は
好
意
的

な
感
触
で
耳
を
傾
け
て
頂
い
た
。 

ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
会
議 

 

十
二
月
九
日
、J

A

東
愛
知
名
倉
出
張

所
会
議
室
・
現
地
に
お
い
て
県
内
各
地
の

ふ
る
さ
と
指
導
員
、
県
庁
及
び
管
内
行
政

の
担
当
者
を
交
え
表
記
の
会
議
が
催
さ

れ
、
林 
義
明
、
原
田
英
史
、
小
山
舜
二

が
出
席
。
名
倉
地
区
営
農
推
進
協
議
会
の

事
例
発
表
や
指
導
員
、
行
政
を
交
え
た
闊

達
な
意
見
交
換
会
が
な
さ
れ
、
地
域
活
性

化
に
有
意
義
な
情
報
交
換
が
で
き
た
。 

                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

行 
 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日 

 
 
 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

 

発 
 

文  

責 
 

小 

山 

舜 

二 

礼 

状  

① 
C

O
P

1
0

開
催
主
会
場
視
察  (

既
報8

5

号) 

前
略
、
さ
て
、
こ
の
度
の
出
張
に
際
し
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
高
配
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て
も
丁
寧
な
ご
説
明
等
を
賜
り
、
来
月
に

控
え
た
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議(C

O
P

1
0
)

に
向
け
た
準
備
及
び
貴
地
区
に
お

け
る
自
然
環
境
保
全
へ
の
取
組
の
状
況
等
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
知
見
を
私
ど
も
の
職
務
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。
後
略 

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日 

衆
議
院
調
査
局
環
境
調
査
室 

主
席
調
査
員 

花
房
久
美 

礼 

状 

② 

第
十
六
回
ふ
る
さ
と
水
と
土
基
金
全
国
研
修
会 

講
演
お
礼
方
々
来
訪  (

既
報8

5

号) 

前
略
、
さ
て
、
よ
う
や
く
念
願
が
叶
い
ま
し
て
、
四
谷
の
千
枚
田
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
突
然
の
ご
連
絡
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
多
忙
の
な
か
、
ひ
と

か
た
な
ら
ぬ
ご
高
配
ご
厚
情
に
あ
ず
か
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
予
て
よ
り
お
話
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
様
々
な
取
組
に
つ
い
て
、
現
地
の

お
い
し
い
空
気
を
吸
い
込
み
な
が
ら
、
湧
き
出
る
水
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
拝
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
中
略 

今
回
、
改
め
ま
し
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
お
話
を
出
来

る
限
り
活
か
し
な
が
ら
、
農
業
、
農
村
の
振
興
に
、
私
も
微
力
な
が
ら
、
皆
様
と
力
を
あ
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
後
略 

 
 

 

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
整
備
部
農
地
資
源
課(

耕
作
放
棄
地
対
策
検
討
室) 

 

課
長
補
佐 

水
間
啓
慈 


